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共通因数でくくる 
 

文字式 ab3 に含まれる a , a3 , ab…などを         といいます。 

多項式の各項に共通な因数があるとき、分配法則 )( cbaacab +=+  を用いて共通

因数でくくり、単項式や多項式の積の形に直すことを「           する」といいます。 

 

〔例１〕 xbxax −+  を因数分解しなさい。 

 

(解) すべての項に因数 x が含まれているので 
)1( −−=−+ baxxbxax  

 

〔例２〕 aaba 963 2 +−  を因数分解しなさい。 

 

(解) すべての項に因数 3a が含まれているので 
33233963 2 ×+×−×=+− abaaaaaba  

)32(3 +−= baa  

 

【１】 次の因数分解をしなさい。 

 

① ayax −  ② xxy −  

 

 

 

③ 
22 abba +  ④ axa 63 2 −  

 

 

 

⑤ 
23 xx −  ⑥ xxyx 51510 2 +−  

 

 

 

⑦ aaba 15105 2 −−  ⑧ yxyxyx 2223 3 −+  

 

 

 

⑨ aaba 1236 2 +−  ⑩ ababba 864 22 +−  
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乗法公式を用いて因数分解する 
 

（例） 公式 ))(()(2 bxaxabxbax ++=+++  を利用して 1272 ++ xx  

を因数分解しなさい。 

 

(1) まず定数項の 12+ に着目すると ))(( bxax ++ と因数分解したときの ba , の積

が12であること。符号が同符号どうしであることがわかります。 

 

(2) 次に x7+ に着目すると ba , の絶対値の和が 7であること、 ba , が正であること

がわかります。したがって 12112 ×= 、 6212 ×= 、 4312 ×= のうち 4312 ×=
を用いて因数分解できることがわかります。 

 

〔解〕 )4)(3(1272 ++=++ xxxx  

 

【２】 公式 ))(()(2 bxaxabxbax ++=+++ を用いて、次の因数分解をしなさい。 

 

① 1282 ++ xx  ② 1272 +− aa  

 

 

 

③ 1892 ++ aa  ④ 24112 +− xx  

 

 

 

⑤ 1492 ++ xx  ⑥ 15162 +− xx  

 

 

 

⑦ 
22 158 yxyx ++  ⑧ 

22 1811 yxyx +−  

 

 

 

⑨ 
22 2012 yxyx ++  ⑩ 

22 67 baba +−  

 

 

 

⑪ 
22 158 baba ++  ⑫ 

22 2410 yxyx +−  
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乗法公式を用いて因数分解する 
 

（例） 公式 ))(()(2 bxaxabxbax ++=+++ を利用して 1242 −− xx  

を因数分解しなさい。 

 

(1) まず定数項の 12− に着目すると ))(( bxax ++ と因数分解したときの ba , の積

が 12− であることから、符号が異符号どうしであることがわかります。 

 

(2) 次に x4− に着目すると ba , の絶対値の差が 4であること、絶対値の大きいほうが

負 で あ る こ と が わ か り ま す 。 し た が っ て )12(112 −×=− 、 )6(212 −×=− 、

)4(312 −×=− のうち )6(212 −×=− を用いて因数分解できることがわかります。 

 

〔解〕 )6)(2(1242 −+=−− xxxx  

 

【３】 公式 ))(()(2 bxaxabxbax ++=+++ を用いて、次の因数分解をしなさい。 

 

① 1522 −+ xx  ② 2142 −− aa  

 

 

 

③ 1832 −+ xx  ④ 2422 −− xx  

 

 

 

⑤ 22 −+ xx  ⑥ 202 −− xx  

 

 

 

⑦ 
22 12yxyx −+  ⑧ 

22 30baba −−  

 

 

 

⑨ 
22 103 baba −+  ⑩ 

22 352 yxyx −−  

 

 

 

⑪ 
22 30yxyx −+  ⑫ 

22 183 baba −−  
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与えられた式が和や差の平方の形であるとき、公式
222 )(2 yxyxyx +=++ または 

222 )(2 yxyxyx −=+− を用いて因数分解します。 

例 
22222 )23()2()2()3(2)3(4129 yxyyxxyxyx −=+××−=+−  

 

【４】 公式 
222 )(2 yxyxyx +=++ を用いて、次の因数分解をしなさい。 

 

① 122 ++ xx  ② 25102 ++ aa  

 

 

 

③ 
22 3612 yxyx ++  ④ 144 2 ++ xx  

 

 

 

⑤ 9124 2 ++ xx  ⑥ 25309 2 ++ xx  

 

 

 

⑦ 
22 1025 baba ++  ⑧ 

22 254016 yxyx ++  

 

 

 

【５】 公式 
222 )(2 yxyxyx −=+− を用いて、次の因数分解をしなさい。 

 

① 122 +− xx  ② 49142 +− aa  

 

 

 

③ 
22 96 baba +−  ④ 1222 +− mnnm  

 

 

 

⑤ 4129 2 +− xx  ⑥ 11449 2 +− xx  

 

 

 

⑦ 
22 25309 baba +−  ⑧ 

22 254016 yxyx +−  
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平方の差の因数分解 
 

与えられた式が平方の差の形であるとき、公式 ))((22 yxyxyx −+=−  を用いて

因数分解します。 

〔例〕 )43)(43(169 2 −+=− xxx  

 

【６】 公式 ))((22 yxyxyx −+=− を用いて、次の因数分解をしなさい。 

 

① 12 −x  ② 92 −x  

 

 

③ 42 −a  ④ 252 −a  

 

 

⑤ 
22 ba −  ⑥ 

22 9yx −  

 

 

⑦ 
22 4yx −  ⑧ 

22 36nm −  

 

 

 

【７】 公式 ))((22 yxyxyx −+=− を用いて、次の因数分解をしなさい。 

 

① 14 2 −x  ② 49 2 −a  

 

 

③ 2516 2 −x  ④ 925 2 −a  

 

 

⑤ 
22 94 ba −  ⑥ 

22 1625 yx −  

 

 

⑦ 
22

4
1 yx −  ⑧ 

22

9
1 ba −  

 

 

⑨ 
22

25
1

4
1 ba −  ⑩ 

22

9
4 yx −  
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【８】 次の因数分解をしなさい。 

 

① xyx 510 2 −  ② ababba 642 22 +−  

 

 

③ 1282 ++ xx  ④ 9102 +− xx  

 

 

⑤ 862 +− xx  ⑥ 2422 −− xx  

 

 

⑦ 1242 −− aa  ⑧ 1662 −− xx  

 

 

⑨ 
22 158 yxyx ++  ⑩ 

22 183 yxyx −+  

 

 

⑪ 122 ++ xx  ⑫ 9124 2 ++ xx  

 

 

⑬ 
22 2510 baba +−  ⑭ 4129 2 ++ xx  

 

 

⑮ 
22 42025 yxyx +−  ⑯ 

22 16249 yxyx +−  

 

 

⑰ 42 −x  ⑱ 
22 9yx −  

 

 

⑲ 
22 169 ba −  ⑳ 

22 254 yx −  

 

 

【９】 次の問に答えなさい。 

① 242 ++ axx が因数分解できるような正の整数 aの値は何通りありますか。 

 

 

 

② 632 −+ pxx が因数分解できるような正の整数 pの値をすべて求めなさい。 
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各種の因数分解 
 

因数分解では、すべての項に共通な因数があれば、まず、はじめに共通因数でくくり、

その後、乗法公式を利用してさらに因数分解できるかどうかを考えます。 

 

〔例〕  ① 4563 2 −− xx  ② 
22 96 ayaxyax +−  

  

 （解） )152(3 2 −−= xx  （解） )96( 22 yxyxa +−=  

  )3)(5(3 +−= xx   
2)3( yxa −=  

 

【１】 次の因数分解をしなさい。 

 

① 182 2 −x  ② 32162 2 +− xx  

 

 

 

 

 

③ 20205 2 +− xx  ④ 24162 2 ++ xx  

 

 

 

 

 

⑤ 462 2 ++ xx  ⑥ xxx ++ 23 2  

 

 

 

 

 

⑦ 
22 484 yxyx +−  ⑧ yyx 162 −  

 

 

 

 

 

⑨ mmxmx 432 −−  ⑩ xyyxyx +− 23 2  
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【２】 次の因数分解をしなさい。 

 

① 1582 ++ xx  ② 12132 +− xx  

 

 

 

③ 982 −− xx  ④ 
22 12baba −−  

 

 

 

⑤ 
22 4yx −  ⑥ 

22 3625 yx −  

 

 

 

⑦ 
22 3612 baba +−  ⑧ 

22 9124 baba +−  

 

 

 

⑨ 1642 2 −− xx  ⑩ 9123 2 ++ aa  

 

 

 

 

 

⑪ 
22 288 baba +−  ⑫ 

22 75303 yxyx +−  

 

 

 

 

 

⑬ xxy 22 2 −  ⑭ xxx 32 23 −+  

 

 

 

 

 

⑮ aaxax 1662 −−  ⑯ yxyyx 633 2 −−  
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因数分解のくふう 
 

共通因数が多項式であれば、その共通因数を他の文字に置き換え、簡単な形にして

から因数分解し、置き換えた部分をもとの多項式にもどします。 

 

〔例〕  )()( yxbyxa +−+ を因数分解しなさい。 

（解） Myx =+ とすると     与式 ))(()( yxbaMbabMaM +−=−=−=  

 

【１】 次の因数分解をしなさい。 

 

① )2(3)2( −−− xxa  ② )1()1( +−+ yyx  

 

 

 

 

③ )(2)( yxbyxa −+−  ④ )()( 2 yxyx +−+  

 

 

 

因数分解のくふう 〔発展〕 
 

共通な部分がないように見える多項式でも、一部の項だけに共通な因数でくくると、共

通因数が生まれることがあります。 

 

〔例〕  bdbcadac −+− を因数分解しなさい。 

 

（解） aを含む項と、bを含む項に分け、それぞれを aとbでくくります。 

 与式 )()( dcbdca −+−=   次に、 Mdc =− と置き換えてM でくくる。 

  bMaMdcbdca +=−+−= )()(  

  ))(()( dcbaMba −+=+=  

 

【２】 次の因数分解をしなさい。 

 

① 1−+− yxxy  ② bdbcadac −−+  

 

 

 

 

③ byaybxax +++  ④ bcabaca −+−2  
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因数分解のくふう 
 

共通因数の多項式を他の文字に置き換え、簡単な形にしてから公式を利用して因数

分解し、置き換えた部分をもとの多項式にもどします。それぞれの（   ）の中に同類項

があれば簡単にしておきましょう。 

 

〔例〕  24)(2)( 2 −+−+ baba  Mba =+ とすると 

 （解） 与式 )4)(6()4)(6(2422 ++−+=+−=−−= babaMMMM  

 

【３】 次の因数分解をしなさい。 

 

① 4)(5)( 2 ++++ baba  ② 15)7(8)7( 2 ++−+ aa  

 

 

 

 

 

③ 9)(6)( 2 +−−− yxyx  ④ 25)( 2 −+ ba  

 

 

 

 

 

⑤ 
22)2( cba −+  ⑥ 

22 )1()32( −−+ xx  

 

 

 

 

 

⑦ 12 22 −++ baba  ⑧ 2544 22 −+− yxyx  

 

 

 

 

 

※⑨ 
44 yx −  ※⑩ 124 ++ xx  
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